
















































































は な い か 。 使 命 の 意 味 を 含 ん で い る ド イ ツ 語 に は 、 Sendung, Mission, Beruf, 
Aufgabe,Bestimmung 等があるようだが、Mission はいうまでもなく Sendung も、「派遣」という
意味でもあり、使わされ送られるのだとの被授与性・受動性がそのもとにはありそうである。有
名なルターの例の Beruf は、いまでは主として「職業」の意味でつかわれるようで、ウェーバー
















人間は動物として「神の声 Stimme」「自然の声 Ruf」（註 5）にしたがっての「自然的な使命
Bestimmung」（註 6）に生きていたが、「理性」にめざめるとともに、これからはなれ自立し、「人























































































































































































































う「一面的な使命 Beruf」の否定、「分業によってこれまで実践的につく られた使命 Beruf の否
定」（註 11）がいわれ、その反対が、つまり、朝は大工仕事をし、昼からは釣りをしてというよ
うな、「分業を廃棄する」（註 12）ことで可能になる「全体的個人 totale Individuen」(註 13）
















































   








































   
























  この点で、ヘーゲルが使命＝規定を「即自有 Ansichsein」としていることに注目してよいで
あろう。ヘーゲルは、an sich（自己に即して） と an ihm（自己のもとに）を区別し（註 16）、
後者は、自分のもとにあって、所有している(haben)もの、したがって手離すこともできるよう
なものとの意味でつかい、前者は、自己に即しているものとして、自己そのものをなす(sein)
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